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＜連絡事項＞

· オートクレープ修理に伴い、本日、業者から代替品が届きました。代替品は全自動なので、乾燥の時は今までのようにドアを開けなくてもよいとのことです。

· 夜勤時の休憩（45分）について

最低30分は休憩をとることが労働条件となっています。確実に30分以上、休憩をとりましょう。

＜患者様についての連絡事項＞

· 松田　富雄様～食思不振あり、食事量低下しています。主治医へ情報提供し、臨時薬として　　　

消化器薬が７日分、点滴１日1本で７日分処方となっています。主治医より、消化器症状や食欲低下についてジプレキサの副作用も考えられるため、次回の定期薬より減薬することも考えるとお話しありました。また、今週の定期採血項目に電解質が追加となっています。自ら、不調を訴えてくることが少ない方なので、内服薬開始後の食事量変化・バイタルサインや精神症状の変化をより注意して観察をしていきましょう。

· 坂本　幸吉様～食前薬の漢方薬中止、他科薬は当院からの処方となります。内服薬変更とな　　

るため、精神症状の観察をしていきましょう。また、脳出血発症後、約２週間です。血圧変動・神経症状など再出血のリスクも考えられるため観察を密に行ないましょう。

· 玉井クニ子様～皮膚科診察にて、両足白癬→ラミシール内服　臨時処方（12/8朝～７日分）

· 寺地利代子様～皮膚科診察にて、急性湿疹→乳房部追加　デルモゾールＧ軟膏　１回/日　

· 清水　進　様～皮膚科診察にて、急性湿疹→両下腿追加　デルモゾールＧ軟膏　１回/日　

· 神山　忠強様～皮膚科診察にて、急性湿疹→両下腿追加　デルモゾールＧ軟膏　１回/日　

· 若松　澄子様～皮膚科診察にて、ラミシール内服　一週間追加処方

· 高間木八男様～皮膚科診察にて、タベジール内服　一週間追加処方

＜要観察患者様について＞

· 松橋　ヨシ　様～食事摂取量がまだ一定していません。１日の総カロリーは、400～500kcal　　

です。本人の好む物（ゼリー等）を差し入れしていただいていますが、徐々に病院からの食事も摂取できるようにこまめに声をかけ、促していきましょう。また、拒否された場合は食事の大切さ・必要性について説明し根気強い関わりを行なっていきましょう。準夜帯で総カロリーを出していますので、確実にカルテに記載をしましょう。

· 久保田トシエ様～１２月５日入院。アルツハイマー型認知症

　　　　　　　　　　入院時より、「かばん取ってくる」「鍵開けて下さい」「帰ります」と帰宅要求頻回にありますが、その都度説明し、納得することできています。入院日の夕食は「さっき食べたから」と強く拒否されていましたが、その後は拒否なくレストランへ移動して食べることできています。本日、拒否なく入浴していますが、「今日は寒いから…」と洗髪は行なっていません。

↓　

　　　　　　　　　　帰宅要求があった場合には、その都度説明していきましょう。

· 笹山　吉郎様～喀痰検査にて、ＭＲＳＡ（＋＋）となっています。他患者様への感染予防の　　　　　　　

ため、東Ａユニット１０号室への移動指示あります。家族へは電話連絡し、了解を得ています。

↓　今後の対応として

1 食事等、日課は室内で行なっていただく。

2 診察・処置・入浴は最後にする。

3 手洗い・うがいを徹底する。

4 体温計・血圧計は本人専用とする。

5 介入時はマスク・ディスポ手袋・ガウン着用する。

6 室内清掃：ベッド周囲・床頭台・ドアノブの清掃を確実に行なう。

7 衣類・寝具類は他患者様と分別し「ＭＲＳＡ」と表示して出す。

8 他患者様との接触を避け、室内での安静を促す。

9 御家族との面会は、ガウン着用し室内で行なっていただき、終了後は、手洗い・うがいを確実に行なっていただく。

※以上、ＭＲＳＡ感染予防対策マニュアル参考にして意見交換しています。













